
資料６ 

鶴見工場の処理方式について 

 

１．はじめに 

鶴見工場において採用する処理方式について、全国で採用されているごみ焼却工場の処理方

式から、これまで廃棄物処理施設建設等委員会の審議の中で培ってきた廃棄物処理施設に対す

る技術的知見や検証結果を継承し、その後の処理方式に関する技術的な情勢変化の有無、近年の

プラントメーカーの受注実績等を踏まえて処理方式の検討を行う。 

 

２．全国で採用されているごみ焼却工場の処理方式について 

環境省から公表されている平成 30年度廃棄物処理技術情報をもとに、稼働中の全連続燃焼方

式で100 ﾄﾝ/炉/日以上の処理能力を有する282施設から処理方式を分類したところ表６-１のよ

うになった。 

表６-１ 全国で採用されている処理方式 

施設の種類 処理方式 稼働施設数 稼働期間の長い施設 

直接溶融 

ガス化溶融・改質 

シャフト式 １９  大阪(1996) 

流動床 
１２  

宮城(2002) 

埼玉(2002) 

回転式 ６  福岡(2000) 

改質（サーモセレクト） １  長崎(2005) 

直接溶融、ガス化溶融・改質  小計 ３８   

焼却 

ストーカ式 ２１９  北海道(1974) 

 （うち灰溶融付帯） (３２)  

流動床 ２５  神奈川(1984) 

 （うち灰溶融付帯） (１)  

焼却 小計 ２４４   

合   計 ２８２   

 

本組合の「ごみ焼却工場の整備・配置計画」から炉の稼働期間は 30 年以上が見込まれること

を考慮した場合、焼却施設の優位性が高く、その中でもストーカ式の採用事例が非常に多い状

況である。 
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３．これまでの廃棄物処理施設建設等委員会の審議経過について 

 現在、設備更新中の住之江工場に係る処理方式については、平成 28 年３月に大阪市・八尾市・

松原市環境施設組合廃棄物処理施設建設等委員会から以下のように答申があった。 

 

「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合 

住之江工場更新計画における基本方針について（答申）」より抜粋 

 

【住之江工場の処理方式のまとめ】 

住之江工場の処理方式を検討するにあたっては、これまで大阪市廃棄物処理施設建設等委員

会の審議の中で培ってきた廃棄物処理施設に対する技術的知見や検証結果を継承することとし

たため、平成 22年度に実施した森之宮工場建替計画における処理方式の検討結果を確認すると

ともに、その後のごみ焼却処理技術に関する情勢の変化の有無、他自治体における契約実績の動

向等を確認したところ、森之宮工場検討時と技術的に大きな変化はないことから、ストーカ式が

最も優位な処理方式であるとした前回の検討結果を尊重することとした。 

また、プラントメーカーを対象に既存建屋の利活用等調査を行い、住之江工場に設置可能な処

理方式を調査したところ、ストーカ式以外の回答がなかったことから、住之江工場更新計画にお

ける処理方式については、ストーカ式を採用することとした。 

 

上記のとおり、住之江工場更新計画における基本方針についての答申では、平成 23年２月に

大阪市廃棄物処理施設建設等委員会から答申を受けた森之宮工場建替計画における処理方式の

検討結果を尊重することとし、既存建物に設置可能な処理方式としてストーカ式を採用してい

る。森之宮工場建替計画における処理方式の検討結果は以下のとおりである。 

 

「大阪市環境局森之宮工場建替計画における基本方針について（答申）」より抜粋 

 

【評価項目並びに評価方法について】 

新森之宮工場の処理方式の選定にあたっては、「新しいごみ焼却工場のあり方に向けて」、「廃

棄物の適正処理と施設の安定稼動に向けて」、「周辺地域に対する配慮と経済性について」とい

った評価の視点に基づき、以下のとおり評価項目を定めるとともに、それぞれの評価項目につい

て、どのような観点で評価を行うかについて審議を行った。 

 

処理方式の評価項目 

（１）新しいごみ焼却工場のあり方に向けて 

①化石燃料の使用量節減とＣＯ２排出量の削減、並びに持続可能な循環型社会の構築に寄与 

・化石燃料の使用量節減 ・温室効果ガス（ＣＯ2）排出量の削減  

・廃棄物からの金属等資源回収並びに焼却灰の減容化 

②廃棄物エネルギーの効率的な生産と最大限の有効活用 

・エネルギー回収効率並びにエネルギーの供給 

－資６-２－ 



 

 

（２）廃棄物の適正処理と施設の安定稼動に向けて 

③環境に配慮した公害防止技術の導入 

・排ガス中の公害物質の削減 

④廃棄物の適正処理と施設の安定稼動 

・ごみ質・処理負荷への対応性 ・ごみ形状への対応性 ・主要部材の耐用年数  

・年間の稼動実績 

 

（３）周辺地域に対する配慮と経済性について 

⑤施設の安全・安心な運営 

・施設の安全対策 ・近年の建設実績 ・建築面積 ・工場の高さ 

⑥施設の経済性 

・ライフサイクルを通したコスト 

 

次に、処理方式の選定における評価手法については、「定性的な評価を行う」、「優良な評価項

目数で評価を行う」、「点数方式にて評価を行う」といった評価手法が事務局より提示されたが、

幾つかの処理方式の中から１つの処理方式を選定していく上で、説得力のあるものとするには、

量的に優劣をつける必要があるという考えから、「点数方式にて評価を行う」こととした。 

 

【評価結果について】 

前述のとおり定めた評価項目と、比較対象とする処理方式として、「ストーカ式」「流動床式」

「焼却＋灰溶融（電気式）」「直接溶融方式（シャフト式）」「ガス化燃焼溶融方式（流動床式）」

について、各プラントメーカー並びに自治体への調査結果を整理し、その内容について比較検討

を行った。 

【各処理方式の比較結果に関する概要】 

ストーカ式 総合点 ７３.１点 

ストーカ式については、「化石燃料の使用量節減」「温室効果ガス（ＣＯ2）排出量の削減」「エ

ネルギー回収効率並びにエネルギー供給」や「ごみ形状への対応性」「主用部材の耐用年数」「施

設の安全対策」「近年の建設実績」といった面では他の処理方式と比較して高い評価であり、「ご

み質（ごみの発熱量）・処理負荷への対応性」「年間の稼動実績」といった面でも高い評価であっ

た。一方で、「廃棄物からの金属回収並びに焼却灰の減容化」という面では、他の処理方式と比

較して低い評価とされた。総合的な評価として、今回設定した前提条件の下では、最も優位な処

理方式であると考えられる。  

 

流動床式 総合点 ６２.８点 

流動床式については、「化石燃料の使用量節減」や「主用部材の耐用年数」「施設の安全対策」

といった面では他の処理方式と比較して高い評価であり、「ごみ質（ごみの発熱量）・処理負荷へ

の対応性」「年間の稼動実績」といった面でも高い評価であった。 
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一方で、「ごみの形状への対応性」「近年の建設実績」「工場の高さ」の面で、他の処理方式と

比較して低い評価とされた。 

総合的な評価として、今回設定した前提条件の下では、ストーカ式に次ぐ評価となった。  

 

直接溶融方式（シャフト式） 総合点 ５９.５点 

直接溶融方式（シャフト式）については、「エネルギー回収効率並びにエネルギー供給」「ごみ

形状への対応性」といった面では他の処理方式と比較して高い評価であり、「ごみ質（ごみの発

熱量）・処理負荷への対応性」「年間の稼動実績」といった面でも高い評価であった。 

一方で、「化石燃料の使用量節減」「温室効果ガス（ＣＯ2）排出量の削減」等、副資材として

投入するコークスに由来する項目、並びに「工場の高さ」「ライフサイクルを通したコスト」の

面で、他の処理方式と比較して低い評価とされた。 

 

焼却＋灰溶融（電気式） 総合点５７．９点 

焼却＋灰溶融（電気式）については、「廃棄物からの金属回収並びに焼却灰の減容化」「施設の

安全対策」「近年の建設実績」といった面では、他の処理方式と比較して高い評価であり、「ごみ

質（ごみの発熱量）・処理負荷への対応性」の面でも高い評価であった。 

一方で、「エネルギー回収効率並びにエネルギー供給」「主要部材の耐用年数」「建築面積」「ラ

イフサイクルを通したコスト」の面で、他の処理方式と比較して低い評価とされた。 

 

ガス化燃焼溶融方式（流動床式） 総合点 ５４.４点 

ガス化燃焼溶融方式（流動床式）については、「廃棄物からの金属回収並びに焼却灰の減容化」

では他の処理方式と比較して高い評価であり、「年間の稼動実績」の面でも高い評価であった。 

一方で、「ごみの形状への対応性」「主用部材の耐用年数」「建築面積」「工場の高さ」「ライフ

サイクルを通したコスト」といった面で他の処理方式と比較して低い評価とされた。 

 

【新森之宮工場の処理方式について】 

「新しいごみ焼却工場のあり方」「廃棄物の適正処理と施設の安定稼動」並びに「周辺地域に

対する配慮と経済性」といった評価の視点と、今回設定した評価項目と配点に基づき総合的に比

較検討した結果、新森之宮工場の処理方式としては、最も高得点を獲得したストーカ式が、最も

優位な処理方式であるとした。 
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４．近年の受注実績について 

 住之江工場更新計画における処理方式の検討時以降の受注実績（平成26年度以降の受注実績）

について、処理方式毎に整理を行ったものを表６-２に示す。 

 

表６-２ 平成 26 年度以降の受注実績 

 

※各プラントメーカーＨＰより、平成 26 年度以降で 100 ﾄﾝ/炉/日以上の受注実績を抽出。 

 

５．まとめ 

・ストーカ式については、全国の採用実績が多く長期間の安定した稼働実績がある。 

・処理方式については、住之江工場更新計画時と同様、森之宮工場検討時と技術的に 

大きな変化はない。 

・直接溶融方式（シャフト式）については、近年の受注実績においてもストーカ式に次ぐ 

実績がある。 

  

ストーカ式
ストーカ＋
電気式灰溶融

流動床式
ガス化燃焼
溶融方式

（流動床式）

直接溶融方式
（シャフト式）

計

Ａ社 ４件 ４件

Ｂ社 ４件 ４件

Ｃ社 ７件 １件 ８件

Ｄ社 １件 １件

Ｅ社 ４件 ４件

Ｆ社 １件 １件

Ｇ社 １件 １件

Ｈ社 ３件 ３件

計 ２１件 ２件 ０件 ０件 ３件 ２６件
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「大阪市環境局森之宮工場建替計画における基本方針について（答申）」【参考資料５】より 

 

  



 

 

 

  



 

 

ガス化溶融方式 ガス化燃焼溶融方式（流動床式）の概要

　◇方式の概要◇
　・ガス化炉内にある砂などの高温の流動媒体を下か
　　ら高温空気を入れることで攪拌し、上部から供給
　　されるごみを高温の砂と接触させることでガス化
　　し、熱分解ガスとチャー（炭）を後段の溶融炉に
　　て燃焼させ、残渣を溶融する方式。
　・排ガス処理の過程で発生する溶融飛灰は、薬剤処
　　理後排出される。
　　（薬剤処理ではなく、再溶融することもある。）

　◇方式の特徴◇
　・金属類（鉄・アルミ）は未酸化の状態で回収が可
　　能。
　・投入するごみの大きさを均一化する必要があり、
　　破砕機が必要となる。
　・ガス化溶融には、ごみの熱分解ガスとチャー
　　（炭）を利用するが、熱量が足りない場合は外部
　　燃料を投入することとなる。
 


